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はじめに
ヒメツバメウオMonodactylus argenteus (Linnaeus, 

1758) はスズキ目ヒメツバメウオ科に属し，成魚

は内湾や汽水域，幼魚は汽水域や淡水域に生息す

ることが知られている（波戸岡，2013）．本種は

インド・西太平洋に分布し，国内では主に大隅諸

島や琉球列島に分布するが（波戸岡，2013；吉郷，

2014；木村ほか，2017；萬代，2019），千葉県，

神奈川県，和歌山県，高知県，および宮崎県など

九州以北の太平洋沿岸地域からも散発的に本種の

小型個体が報告されている（山本ほか，2000；山

川 ほ か，2017; Iwatsuki et al., 2017； 楫・ 脇 本，

2019；三木，2021；本村，2022）．

2021 年 12 月に薩摩半島南岸の枕崎市で本種 1

個体が採集され，かごしま水族館で飼育されてい

る（2022 年 12 月現在）．さらに，2022 年 6 月か

ら 11 月にかけて薩摩半島南岸の南さつま市坊津

町と南九州市頴娃町にて合計 8 個体のヒメツバメ

ウオが採集された．本種は鹿児島県本土において

は 2003 年度版鹿児島県レッドデータブックに「薩

摩 地 方 が 分 布 北 限 」 と の 記 述 が あ り（ 米 沢，

2003），大分県から鹿児島県大隅半島太平洋沿岸

地域までの日向灘地域の魚類目録である Iwatsuki 

et al. (2017) において本種がリストされているが，

両文献において地名などの情報は明記されておら

ず，これまで標本や写真に基づく本種の鹿児島県

本土からの確実な分布記録は知られていない．そ

こで，上述の 9 個体を鹿児島県本土における標本

と生体に基づくヒメツバメウオの確かな記録とし

てここに報告する．

材料と方法
標本の作製，登録，撮影，および固定方法は

本村（2009）に準拠し，標準体長は体長と表記し

た．飼育生体は画像解析ソフト Image J (National 

Institute of Health, Bethesda, Maryland, USA) によっ

て，水平側面から撮影した生体と定規の写真を用

い て 計 測 し た． 本 報 告 に 用 い た 生 体 標 本

（KCA22W0271）は 2022 年 12 月現在かごしま水

族館で飼育されており，今後死亡した場合はかご

しま水族館の標本コレクション（KCA）に液浸標

本として同一の標本番号で保管する予定である．

その他の個体の標本と生鮮時の写真は鹿児島大学

総合研究博物館（KAUM）に所蔵されている．な

お，本稿における琉球列島の範囲は，Motomura 

and Matsunuma (2022: fig. 5.2) にしたがいトカラ列

島から八重山諸島にかけての海域とした．

結果と考察
Monodactylus argenteus (Linnaeus, 1758)

ヒメツバメウオ　（Figs. 1, 2）

生体標本　KCA22W0271，体長 60.0 mm（2022

年 2 月 19 日計測），鹿児島県枕崎市鹿篭麓町　花

渡川下流（31°17′24″N，130°17′27″E），手網，水

深 1 m，2021 年 12 月 4 日，池上邦弘．
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標本　8 個体（体長 11.6–31.9 mm）：KAUM–I. 

169604，体長 14.4 mm，鹿児島県南さつま市坊津

町泊港（31°16′40″N，130°13′39″E），手網，水深 0.1 

m，2022 年 6 月 18 日， 渡 部 泰 斗；KAUM–I. 

171377， 体 長 28.0 mm，KAUM–I. 171378， 体 長

26.8 mm，KAUM–I. 171379，体長 22.8 mm，鹿児

島県南さつま市坊津町坊　硯川河口（31°16′08″N，

130°13′46″E），手網，水深 0.3 m，2022 年 8 月 13 日，

是枝伶旺；KAUM–I. 175217，体長 31.9 mm，鹿

児島県南九州市頴娃町別府　水成川（31°15′15″N，

130°26′06″E），手網，水深 0.4 m，2022 年 9 月 10 日，

是 枝 伶 旺；KAUM–I. 176964， 体 長 18.6 mm，

KAUM–I. 176965， 体 長 11.6 mm，KAUM–I. 

176966，体長 11.6 mm，鹿児島県南九州市頴娃町

別府　水成川（31°15′14″N，130°26′07″E），徒手，

水深 0.2–0.5 m，2022 年 11 月 12 日，是枝伶旺．

同定　本研究で調査した 9 標本は，体が著し

く高く側扁すること，背鰭と臀鰭の軟条部が対称

的に上下に広くのびること，および頭部に 2 本の

狭い黒色横帯があることが波戸岡（2013）の示し

たヒメツバメウオの標徴と一致した．なお，生体

標本を除く 8 標本は腹鰭が発達しており波戸岡

（2013）が本種の標徴とした左右の腹鰭が退化的

で，それぞれごく短い 1 棘のみからなるという形

質について一致していない．岡・木下（2014）は

本種の稚魚期は腹鰭がよく発達し，成魚になると

退化的で 1 対の小棘となると記しており，山川ほ

か（2017）においては体長 32.5 mm の個体が稚

魚と判断されていることから，これらの 8 標本は

稚魚期であると考えられる．

備考　ヒメツバメウオの国内においての分布

域は「はじめに」で記したとおりであり，鹿児島

県本土における本種の分布記録は 2003 年度版鹿

児島県レッドデータブック内の本種の項に「薩摩

地方が分布の北限」と記述されているのみである

（米沢，2003）．また，Iwatsuki et al. (2017) は大分

県南部から鹿児島県の大隅半島太平洋沿岸までを

日向灘とし，当該海域の魚類目録を報告する中で

本種を標本に基づいてリストしているが，標本の

得られた場所は明記されておらず不明であった．

そのため，本研究で調査した 9 標本は，ヒメツバ

メウオの標本に基づく鹿児島県本土における確か

な分布記録となる．

本研究で得られた 9 標本は初夏から初冬にか

けて薩摩半島南岸の河川もしくは河口付近に位置

する港湾において採集された．また，米沢（2003）

において分布の根拠となった情報は，一般社団法

人鹿児島県環境技術協会の米沢俊彦氏が 1997 年

頃に万之瀬川で本種の小型個体を採集したことに

基づいている（米沢俊彦氏，私信）．さらに，本

種は 1990 年代後半から 2010 年にかけて，南さつ

ま市大浦町の大浦川下流で全長 100 mm 程度の成

魚の群れや，南九州市頴娃町の加治佐川下流で稚

魚期の個体の群れが夏の終わりから秋にかけて

度々目撃されている（出羽慎一氏，私信）．また，

Iwatsuki et al. (2017) は日向灘における本種の出現

を common としていた．これらのことから，ヒメ

ツバメウオは九州南部の暖流の影響を強く受ける

沿岸域およびその流入河川において，一定数の加

入が生じていると考えられる．薩摩半島南部にお

いて，本種は大型の個体が複数目視されており，

再生産の有無は不明であるものの，少なくとも断

続的に越冬している可能性もある．
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Fig. 1. Live individual of Monodactylus argenteus housed at the 
Kagoshima City Aquarium (KCA22W0271; 11 Mar. 2022; 
photo by T. Fujii).
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